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研究論文

企 業に お ける 自律型 入材育成 プ ラ ッ トフ ォ ー ム の 構築に 関する
一
考察

AStudy　of 　the　Self−Directed　Human 　Resource　Development 　Platf｛）rm 　in　Corporations

大嶋 淳俊 At，ut。，hi・OSHIMA

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東 京大 学
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要　　旨

　近年、企業 に おけ る組織 と個人 の 関係 は大 き く変化 して いる。その 象徴 とも い えるの が、現代の企業における人材マ

ネジ メン トの 中心的課題 とい われ る 「目律型人 材 の育 成 」で あ る。そ の 背景に は、働 く
一
場」 と して の 組織の あ り方や

個人の 仕事へ の 意識変化がある 。

　 しか し、企 業の 人材 戦略 と 個人 の キ ャ リ ア志 向を一
致さ せ、自律型 人材の 育成を実 現 する のは 容易 で はな い。それ を

促 進す る 「仕 組み 」 と して 最 近注 目 され て い るの が 「企 業内大学」で あ る。先進的な 企業内大学で は、企業戦略上に必

要なス キル要件の 明確化、キ ャ リア形成 支援、ITシス テム 活用 に よる教 育研 修 の 体 系化 と効率的実践な ど に 取 り組 ん で

い る。こ の よ うに企業内大学は、組織と個人の志向の
一

致 を促 進 し、自律型 人材 を育 成 す る 「基盤 （プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム ）」

と して の役 割を担う可能性が 生 まれて い る 。

Abstract
The　relatjonship 　between　organization 　as　a　corporation 　and 　individuals　is　greatly　changing 　in　recent 　years．　The　

‘tself −directed　human
resource 　development

”is　a 　core 　focus　oftoday ’
s　corperate 　huma皿 resource 　management 　and 　it　has　a　symbolic 　significancc ．

It　is　not 　an 　easy 　task　to　hnk 　the　human 　resQurce 　strategy 　of 　corporation 　to　individual　career 　de＞elopment 　and 　to　achieve 　the

development　of “self−directed　human 　resou エ ce 　development 　Platfo  ，”To 　facilitate　this　precess，
“
corporate 　university

”is　gathering
attention 　as　a　lnechanism 　ofachieving 　the　desjred　goals，

1，は じめ に

　最近，企 業の 経営課題 に関す る各種調査 で は，人材 育 成 が トッ

プ に ラ ン ク さ れ て い る。こ れ は，景気 回復 に よ る 業績 改善 や今

後の 人手不足 の 懸念 な どで ，企 業の 持続的 競 争優位 の た め に は

「人的 資 源 の 強 化」が 最重 要課題 と改 め て 認識 され て い る か ら

で あ る。企業 の 人材 育 成投 資 は 十数 年ぶ りに 上 昇傾 向に ある。

そ こで 求 め ら れて い る人材 像 は，「自律 型 人材 」 で あ る。

　 これ は，従来 の 組織 主 導型 によ りキ ャ リアパ ス が不 明確 な状

態 で 内部競争を続け させ ，現 場任せ の 計 i）性 の 乏 しい OJT 中

心 の 人材 育 成 を行な っ て き た 旧 型 の 人 材 育成 モ デ ル が 機 能 し な

くな っ た ため で ある D また，企業 に と っ て 必要 なス キ ル や 能力

の 変 化 が激 し く，研 修内 容の 陳腐化が 早くなっ た ため，企 業が

全て を提 供 す る こ とは難 し くな っ た，そ の た め，企 業の 内外 環

境 の 変化 に敏 感 に な り，自ら明確な キ ャ リ ア志 向を持っ て 自律

的 に 学び 続け．成果 に結 び つ け る能力 を持 つ 入材 の 育成 が，強

く求め る よ うに な っ た の で あ る。

　企 業 は 従業 員 に 多様 な仕事 と学習の 機会 を提 供 し，自律 的 に

キ ャ リ ア 形成 を支援 しなが ら，企業の 人材育成戦略 と合致 させ

るこ と を望 んで い る。しか し，実 際 に は企業の 人材 戦略 と従業

員 の キ ャ リア 志 向 を合 致 させ る の は容 易 で は な く，「自律 型 人

材 育 成モ デ ル 」 の 確 立 に は 従 来の 研 修制 度 と は 異 なる 新 た な人

材育成の 「仕組み 」が 必要 と され て い る。

　 こ の 新 た な 人 材 育 成 の 仕組 み と して 注 目 され る試 み の
一

つ

が，「企業 内大 学 （Corporate　University）」で あ る。

　企業 内大 学発 祥の 地 で ある ア メ リカ で は，次 LU’代 リ
ー

ダ
ー
育

成の 活動 が 比 較 的多か っ た。こ れ に対 して ．口本 の 企 業 内大 学

は，ど ち らか と い うと研 修 セ ン タ
ー

の 延長線 上 で ．全従 業員 の

底 上 げ を重視 す る 傾 向が あっ た。しか し，近 年自律型 人材育成

とい う困難 な課題 に 対 処す る ため に，ス キ ル 要件 や キ ャ リ ア パ

ス を整 備 して 個 人 の 学 習意 欲 を高 めて 能力 開発 に 取 り組 む点 を

重視 した，「自律 型 入 材
．
育成 プラ ッ トフ ォ

ーム 」 を志 向す る企

業内大 学 が 増 えて い る。また，ア メ リカ で 広 ま っ て い る よ うに，

日本の 先進 的 な 企 業内大学 で も プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム の IT 化 に よ

り，人材 育成活動の 全体最適 や 人 材投資の 効果測 定を企 業内大

学 の 仕 組 み で 実 現 し よ うとい う動 きが あ る。

　 本 諭文 で は ，日本 企 業の 人材 育成 をめ ぐる 変化 の 中で，自律

型 人材 育成 の 概 念 を整理 し，企業 内大 学 の 現状 と課題 お よび成

功要 因 を分析 し，先 進企 業の 事例 な ど を基 に，日本 型 の 企 業 内

大学 モ デ ル と も呼 ぶ べ き 「自律型 人 材 育成 プ ラ ッ ト フ ォ
ーム 」

の 要件 と課 題 に つ い て 検討す る 。

2，「自律型 人材 」 と人材 育成 ア ブ 囗
一チの 揺 れ

2 ，1　 「自律型人材」の 要請

　高度経済成長 期の 目本で は，企 業 と個 人 は
一

種の 「運 命共

1司体」に 例 え ら れ る ほ ど密接な 関係 に あ っ た。そ の た め，企 業

は 階 層別研修，特定 の 領域 と連動 し た 職能別研修、特定 の ス

キ ル 研 修 な ど．OJT と OFF −JT の 両 面 か ら従業員の 人材育成

を 包括 的 に 支援 ・管 理 して きた。と こ ろが ，IT 革 命が 始 ま っ

た 1990 年代 後半 以 降，経 済祉 会の グロ ーバ ル 化 に よ る 企業間

競争の 激化，雇用 情勢 の 悪 化，従 業員 の 価値 観 の 変 化 な ど，過
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去十年闘 で 従業員 と企 業の 関係 は 大きく変容 した 。 そ して ，目

ま ぐる し く変化 す る ビ ジ ネス 環境 に対 応 す る た め に．介 半は 以

前 の よ うに，入 社 か ら 退 社 まで の 「企 業 人 と して の
tt
ゆ りか

ご か ら墓 場 まで
tt
」の キ ャ リ ァ形 成支殻が 難 し くな っ て きた。

花 田
L1亅

は，「以 前 は 従業員 の キ ャ リ ア 形 成 が 企 半主導だ っ たの

が．2000 年頃 を境 に，人材 は 企業 の
”
固 定 資産 か ら流 動 資産

”

に パ ラ ダ イム シ フ トし．また ア メ リカ の 組織 内 キ ャ リア 自律 と

呼 ばれ る 人事 メ カ ニ ズ ム の 変化 の 影 』 を受 けて ，［「本 で も個 人

の 視 点 をベ ース と した個 人 自律 の 時代 に 移行 しつ つ あ る」 と指

摘 して い る。

　 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後，企 業 の 人材 育成投 資 は縮 小 を続け，労

働 費用 に 占め る教 育 訓練 費の 割合 は ピー夘 寸で あ る 1988 年の

0．38％ か ら 2002 ヰ に は 0．28 ％ に 低
．
ドし，約 1000 億 円の 教育

投資が 減少 し た 軋 ， こ の 間，限 ら れ た予 算 で 人材育成 を実 施

す る た め に．以 酊は 全 て の 人 が 各々 の 階 層 で 受 講 して い た 研 修

を選抜式 に 変更す る な ど，対象者 も限定 さ れ る よ うに な っ た。

特 に，現在 で は全 従業員の 3 割超 を占め る 非 正 規杜 員 は ほ と

ん ど育成 の 対 象 とな らなか っ た。

　 こ うして，企業 の 人材 育成 活 動 は 予 算 ・対 象 看 と も剛 られ．

企業 は キ ャ リア 形 成 な ど人材 育 成 の 主 体 を従 業員 個人 に求 め る

傾 向が強 まっ た。例 えば．労働政策研 究 ・bJ［修機構
．
：
で は，教

育訓 練 の 責任 主 体 は 「こ れ ま で 」 は企 業 と考 え て い た の は 約 7

割だが，「今後」に つ い て は 約 5割に ドが っ て い る 。

一
方で，「従

業員個人」が 責任主体 とする ［口「答は．「これ まで 」か ら 「今後」

は 20 ポ イ ン ト以 上 上 昇 し て お り，い か に 個人 主体 に 意減 が 変

化 して きたかが 推測 され る。また．不景気で 大企 業の 倒 産が相

次 ぎ，個 人 と して も従 来 の 企 業依 存型 の キ ャ リア 形 成 は期 待 で

きず，自分 の キ ャ リ ア は 自分 で 主 体的 に 取 り組 む必 要が あ る と

認 識 され た。そ して，個 人 の キ ャ リア形 成 は 本 人が 自己 責仟 で

行うとい う 「自律型人材育戊」の 考え方が ，企 業の都合 と個人

の 不安の 中で 拡 が っ たの で あ る。

　 また，こ の 時 期 に組 織 の あ り方 と求 め ら れ る仕 事 の や り方 が，

大 き く変化 した。守島
．4：

は こ れ を，従 来 の 「階層 的縟 哉」か ら「自

律 的組 織 」 へ の 変 化 と呼 ん で い る。例 えば，仕 事の 目標 は 与 え

られ る もの か ら自分 で 考 え発 展 させ て 取 り絹 む もの ，指 揮 命令

系統 に よ る コ ン トロ ール か ら自律 的行動 と インセ ン テ ィ ブ に よ

る コ ン トロ
ー

ル などの 変化で ある 。 そ の ため，企 業が 求め る 人

材 像 は，「慣習 に の み と ら わ れ ず に 自分 か ら行 動 して 成 果 を発

揮する 」人材 を必 要 とする よ うに な っ た こ とも影響 して い る と

考 え られ る。

　 こ の よ うな背 景 の 下，「自律 型 人材 の 育 成 」が，経営 お よ び

人事 戦 略上 の 主 安課 題 とな っ た の で あ る。

代 リ
ーダー

の 育成」（56．3％ ） と人材 為 成 課返 が ヒ位 2件 を占

め て い る。また ，類似 の IJ査 で も同様 の 粘 果が 出て い る。

　 こ れ は バ ブ ル 崩 壊 後人 員削減 や 研 修 コ ス トの カ ッ トな ど，業

務効率の 改 善 に難 起 に な っ た頃の 反動 とい え る。そ れ は．少子

高齢 化社 会 の 到 来 に 直 面 し，好 景気 に よ る 人材獲 符競 争 の 激化，

「2007 年 問 題」 と呼 ば れ る 団塊 世代 の 大量 退職 に よ る 技 能継承

問題 へ の 懸 念 と も関係 して い る、、

　過去 数年間，人材 育成の 方針 は 揺れ 動い て い る、、厚生 労働省

が 毎 年 実 施 して い る 「能 力 開発 基 本 詞 査 」
「61

の 「能力 開発 責

任 主体 の 方針」 につ い て， F成 16　
− 18年度の 3 力 年調査 を

比 較
．
し た （図 1）。そ れ に よ る と，3 力 年 を通 して．「能 力 開発

責任主体亅が 企 業の 責任 又 は 企業 の 責 任 に 近 い （以下 ，企業 側）

とする 回答は 6 割以上 で あ り，従茉 昌 の 責任 又 は 従業 員 の 責

任に 近 い 似 下，従
．
業 員側 ） とす る 回答 が 2 ・一一3 割 な の と比

べ て か な り差が あ る。た だ し，「こ れ まで 」 と 「今後」の 動 き

に着 目する と，平 成 16年度 には 「こ れ まで 」よ り 「今後．1は 「従

業 員側 」 とす るの が 約 2，3 ポ イ ン トで あ っ た の に対 して，平成

17 年反 に は約 1 ポ イ ン ト伸びて い た 。とこ ろ が，平成 18 年度

に は 同 じ 点が 5 ポ イ ン ト以 上 減 っ て い る。こ の よ うに，能力

開 発の 方針 につ い て は，従業員主体 に 向か っ て い た傾 向 か らの

揺り戻 し で あ り，企 業が 主体的 に取 り組 む姿勢 が 見 られ る。

二 れまで 〔H16 ｝

今後 〔H16 ）

これま で CHII）

今後 CHII）

これま で ／HIB ；

今そ麦〔HIB ｝

。s 　I；
．．

20，t　 30za　 4。tt

．
；醜　6。鮎　、。 9胱 　 　 　10腸

2．2　人材育成方針の 「揺り戻し」

　2005 年前 後か ら，景 気 回復 が 進 み 大 企 業 を中心 に 業 績 回復

の 感触 が確実 に な っ て きて，人材 育成 をめ ぐる 考え方 は 新 た な

局 面 を迎 えた。不景 気 時 に は，企 業 の 経営 課題 と して 上 位 に ラ

ン ク され る こ と は なか っ た 人材 育 成 が，最 近 で は 経 営 課 題 の

トッ プ に 浮 ヒして い る。例 え ば ，日本 産業 訓 練協 会
匚5］

に よ る と．

経 営の 重 点課 題 と し て，「従オ唄 の 能力開発」（64．6％ ），「次世

固 企業 の 貞任 で ある　　 　o 企業の責任であるに近い 囗 従業員個人の賁任に近い

．囗 従業員個 人 の 責任 で ある　 無 回笞

図 1　 能力開発責任主体の 方針 （現状 と今後）【平成 16，17．18年

　　 度の 比 較1：：

　この 揺り戻 しは，他 の 点で も認 め られ る、、例 えば，不景 気時

に 進 ん だ 「教 育訓練 対 象 の 選抜 化」 「OFF −JT 削 減」が，「全社

重視 」 と 「OFF ・JT 増 加」 へ 揺 り戻 しが きて い る、，つ ま り，特

定 の 選 抜者 を中心 と した 育成 で は な く，全 社員 を対
．
象 とし た 育

成を改め て 重視 して い る 。 教有訓練の 方法 と して は，現場 に 任

せ っ き りで 実 施支援 や モ ニ タ リ ン グ を行 なわず．実際 に 効果 的

に 実施 さ れ て い る か 不明な 「現場放任 型 OJT 」か ら，　 OFF ・JT

を見 直 しつ つ ，計 画 的 OJT と組 み合 わせ た育 成 に取 り組 もう

と して い る。

　 こ の 揺 れ民 しの 原 因は，バ ブ ル 経 1斉崩壊 後の 「人 材 育成 に関

す る考 え方 の 混 乱」 だ とい う指摘が ある
L4．

。 個人 の キ ャ リ ア 自

律 の 動 きは急 速 1 進 ん だ が そ れ を 業績
．
向上 に 結 び つ け る 戦略

や 仕組 み をほ とん ど の 企 業 は持 ち合 わせ て い なか っ た。また，

ア メ リ カ で 1980年代 後半 か ら急速 に
．進 んだ外 部労 働 市場 の 流
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動化は 凵本 で は それ ほ ど進 ん で お らず．企業 の 枠 を超 え た有能

な人材の 流動を制約 して い る、，こ の よ うに，組 織 と個 人 の 意識

の 乖離が くす ぶ り続 け，景気 な ど外 的 な要 因の 影響 を受 けて．

方針が 揺れ て い る の で ある 。

3，組 織 と個人 の パートナ
ー

シ ッ プの 必要 性

3．1　 人材 育成 ア プロ
ーチの選 択肢

　 こ れ まで 見 て きた よ うな人 材育 成 ア プロ
ー

チ の 変化 と今後の

選択 肢 は，次 の 図 の よ うに 整 理 で きる （図 2）、、こ の 図で は，X

軸に 「人 材育成 の 体 制 ・方針 の 方 向性 」，Y 軸 に 「組織 か個人

の どち らの ニ
ーズ充足 に 力点 をお くか」で 整 理 して い る、，「従来 」

は ，組織の 都合 が 中心 で あ る が，場 当 た り的 に こ れ まで の 慣習

が続けられ て い る た め，戦 略性が 弱 く，結局，組 織 ・個 人 の双

方 と もあ ま りメ リ ッ トを享受で きて い な か っ た 。こ れ を出発 点

と して，こ れか らの 企 業 の 人 材 育成 ア プ ロ
ー

チ の 選択 肢 を 大 き

く3 つ に 分 類す る。

　まず，「  企業 の 論理 優先 」 とは，個人の 志 向の 尊重 よ りは，

企 業 戦略 に あ っ た人材 の 獲 得 ・育成 に 力 点 をお い て お り，そ の

た め の 人材 育 成 の 再 整 備 ・体系化に取 り組 む とい う考え方で あ

る 。 新卒の 継 続採用 を中心 と した 入材 の 代 替 ・補 充が 可 能だ と

考 え られ て い た，1980 年 代 や 1990 年 代 初 頭 まで の 景 気 拡 大

期 の ア プロ
ー

チ に近 い 。こ れ は 個人 の ニ ーズ が あ ま り配慮 され

ない ため，
丶

ド均的 な レベ ル の 人材 を大量 に 育成 ・管理 す るの に

は向 くが ，有 能 な人 材 の 繋 ぎ留め や モ チ ベ
ー

シ ョ ン の 維 持 に は

プ ラ ス に な らない 場 合 も多 い 。

　
一．
方 ，前述 の よ うにバ ブル 崩壊 以 後 に 強 まっ た動 きが，「 

個人 の 志向優先 」で あ る 。 企 業 に よる 人材 育成 の 策 定 ・実施 は

困 難 だ と して．深 くは 関 与せ ず個 人の 自主 性 に まかせ る 考 え方

で あ る。こ れ は
・・

部の 意欲的な 入材 に と っ て は よ い が 大多数

を占め る平均 的 な レベ ル の 人材 は 困惑する 。

　過 去 数年 間 は 「  個 人 の 志 向優先 」 に 振 れ て い た針 が ，最 近

は 「  企 業 の 論埋 優先 」 に 振 れ る傾 向が あ る。こ れ は，グ ロ
ー

バ ル 競争 な どの 影響 を受けた企 業 間の 合併・提携 の 拡大 に よ り，

個人の ニ
ーズ に きめ 細か く対応 す る の が 難 し くな り，また内部

統制 強化の 流 れ の 中で ，個 人 の 志 向 よ り企 業 の 論 理 を優 先 すべ

きだ と い う考 えが 強 まっ て い る か らで ある 。

　 こ の 2 つ の ア プ ロ
ーチ の せ め ぎ合 い の 問に 位置する の が 「 

企 業 の 人 材戦 略 と個 人 の キ ャ リア 志 向の
一致 」で あ る。こ れ は，

企 業 戦略 か ら必 要 と され る 人材像 と個 人の キ ャ リ ア 志 向の
一致

を重視 し，個 人 の 成長 実 感 に配 慮 しつ つ ，人材 育 成の 再 整 備 ・

体系化 を行 な うと い う，あ る 種 の 理 想 的 な方法 で ある。しか し，

実 際 に は そ の
一致点 を見い だ し，組織 の 第

一
義的 目的で あ る 業

績 向上 ・成 果発 現 に つ なげる の は 容易で は ない 。 経営 者の 中 に

は，長 期 的 に こ の ア プ ロ
ー

チ が 望 ま しい と感覚的 に は わ か っ て

い る が ，成 果測 定手段 が あ きらか で な く，最 近 は株 主か ら短 期

的 業績 を出す こ と を強 く求 め られ るた め，安定 的 な経 営環境 と

戦略性な くして は 積極的 に 取 り組 みづ らい とい う面 があ る。多

くの 企 業 は，試行錯誤 しな が ら様 々 な 施 策 を試 し，最 適 な ア プ

ロ ーチ を模索 して い る。

図 2　組織 と個 人 の 関係 か ら見た 人材 育成 ア プ ロ ーチの 選択肢

3．2　人材育成を め ぐる組織 と個人の パー
トナ

ー
シ ッ プ

　　組 繊 と個 人 の 志 向 の
．．・

致 の 問 題 に つ い て ，守島
［4］

は 「人 材

育 成 は，組織 と個 人の パ ートナ
ーシ ッ プだ と考える 立場が 重 要

で あ り，極 め て 個 人的 プ ロ セ ス で ある個 人の 成長 を，企業の 求

め る 方向性 と
一

致させ る ため に は何 らか の 仕組 み が 必要 」 と指

摘 し て い る。

　 そ の 「仕組み 」と は，コ ン ビテ ン シーやス キル 標 準 の 策定 に

よ る 求め る 人材像の 明確化，キ ャ リア 支援制 度 の 充 実，OJT ・

OFF ・JT ・自己 啓 発 の 組 み 合わ せ に よ る 研 修 プ ロ グ ラ ム の 見 直

しな ど，各種の 入事
・人材育成制度の 整備 と実践 で ある 。 しか

し．日常業務 に 追 われ る 現場 の 人材 に は，こ れ らの 導入 し た制

度 が的確 に伝 わ っ て お らず，新制 度が 活か され て い ない 場 合 も

少 な くな い 。 従業 員 に 社 内の 人材 育 成 の 問題 点 を聞 い た と こ ろ，

「取 り組む 時間が ない 」「関連す る情 報が わか りに くい 」 な どの

声が 多い 。

　 こ の 問題 を解決 す る た め に は，社 内 の 人 事 ・人材育成制 度を

再整 備 ・体系化 して 周 知徹 底 し，社 内 キ ャ リ アパ ス に 基づ い た

キ ャ リア 形成 の 機 会 と必要 な知 識 ・能力 習 得 を提 供す る 必 要が

あ る。さ ら に，そ れ に 紐づ け た 各種 育成 プ ロ グラ ム を利 用 して

自律 的人材 を 育成 す る と い っ た
一

連 の 取 組み を体系 化 ・連 携す

る ため の 人材育成戦略 とそれ を実現 す る た め の 「基 盤 （ブ ラ ッ

トフ ォ
ー

ム ）」が 必 要 で あ る。その プ ラ ッ トフ ォ ーム と して 期

待 され る の が 「企業内大学」で ある 。

4 ．企業内大学の現 状と特性

4 ，1　 企業内大学の基本概念

　企業内大学研究の 先駆者で ある Meister
［7〕

に よれ ば，企 業内

大 学 とは 「ビ ジネス Eの ニ
ーズ を満 た す教 育手段 すべ て を統合・

企 画 ・開発 ・実施 す る 戦 略 的な 中核機関」 と定義 して い る。さ

らに，ア メ リカ の 企 業 内大 学 は，「自社 の 社 員に 知識 を授ける

だ け に と どま らず．バ リュ
ーチ ェ

ーン の メ ン バ ー （顧 客，サ プ

ラ イ ヤ
ー，流 通企 業 パ ートナー企 業 な ど ）を も対象 に発展 し

て きた」 と して い る 。

　ア メ リカ で の 企 業内大学の 設立 日的 （要 因） と し て，Meister

は 次の 5 つ に 分類 して い る。

　
・第 1 ： IT時 代 を迎 えて ，社 内人 材 の ス キル を常 に ア ッ プ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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デートす る 「知識 の 1策腐化へ の 対応 」

・第 2 ： 企 業 内大 学 の 枠組 み をべ 一ス に した 「学 習 内 容 と

戦 略 目標 の 整 合 （連 携）」

第 3 ； 優 秀 な人材 の 注 目を集 めて 離 職 させ な い ため の 「能

力 開発 面で の 良 好 な企業 イ メ
ー

ジ」

・第 4 ； リーダーシ ッ プ 開発 講座 が 端 緒 とな っ て い る よ う

　に 「リ
ー

ダ
ー

層 の 強化」

・
夷 5 ： 部 門 毎に ば ら ば ら に 行 わ れ て い た 教 育活動 の 「全

教 育活動 の 統合 ブ ラ ン ド化」

　Meisterは 最 大の 日 的 と して，第 1 の 「知識 の 陳腐 化 へ の 対

応 」 をあげ て い る。ただ し，それ は企 業 内
．
大 学 の 枠組 み で な く

て も研 修 セ ン タ
ー

で も対 応 で きるこ とで あ る、t ア メ リカの 企果

内大 学 の そ れぞれ の 取 り組 み を見 る と，第 4 の 「リーダーシ ッ

プの 強 化 」 と 第 5 の 「全教 育活 動 の 統 合 化 」 の 必 要 に 迫 られ ．

以前 か ら慰案 で あ っ た第 2 の 「学 習内容 と戦略 目標 の 整合 」に

本格 的 に 取 り組 む プラ ッ トフ ォ
ー

ム と して 認載 し，副 次的 目的

と して 第 3 の 「能力 開発 面 で の 企 業 イ メ
ー

ジ の 改善」 を 求 め

た の が 実能に 近い と考え られ る 。

4．2　日米の 企 業内大学の 発 展と特徴

　企 業内 大学が 初め て 登 場 した の は，ア メ リ カ で ある。ア メ リ

カの 企業 内大 学 の 歴 史 は古 く，1950 年代 に さか の ぼ る。ア メ

リ カ 最初 の 企 業 内大 学 とい わ れ る の は，1953 年 に ク ロ トン ビ

ル に 設 立 され た，ゼ ネ ラ ル エ レ ク トリ ッ ク （GE ） の リーダー

研 修 セ ン ター （現在 の John　E　Welch　Leadership　Center）で

ある。また，1960 年代に 誕 生 した デ ィ ズ ニ
ー

の 「デ ！ ズ ニ
ー・

イ ンス テ イ テ ユ
ー

ト」や マ ク ドナ ル ドの 「ハ ンバ ー
ガ
ー
大学」

な ど．ユ ニ
ー

ク な機関 が 設立 さ れ た 。 そ して ，1989 年 に
．
前身

の モ トロ ー
ラ bJl修教 育 セ ン ターか ら 「ユ ニ バ ーシテ ィ 」 に名称

文 更 して，コ ーポ レ ート・ユ ニ バ ーシ テ ィ の ブーム に 火 をつ け

た の が ．モ トロ ーラ の 「モ トロ ーラ 大学 」 で あ る、、こ の 他，サ

ン ・マ イ クロ シ ス テム ズ，ゼ ロ ッ ク ス ，ザ ・リ ッ ツ
・
カ
ー

ル ト

ン
・
ホ テ ル

・
カ ンパ ニ

ー，ネス レ，キ ャ タ ピ ラ
ー，ボ

ー
イ ン グ

な ど，殆 どの 業種 で 大 企業 は 企業 内大学 を設立 して い る。

　 ア メ リ カ で は 増 加 を続 け て お 「り，1995 年 に 約 400 機 関，

2000 年 の 時 点で 約 2000 機 関，そ して 2010 年に は 3700 機関

以 上 とい う推計 が 出て い る。欧米 に 加 え て ．ア ジ ア に お い て も

日本 の み な らず 韓 国や 中国で 同様に増 えてい る 。

　 企 業内大学の 名称 を使う例が 増 えすぎて，玉 石混交 とい う批

判 は あ る。し か し，従来 の 研修 セ ン タ
ー

で は 見 られ なか っ た ．

テ ク ノ ロ ジーを活用 した 研修内容の 迅迷 な見直 し，ア ウ トソ ー

シ ン グの 活 用，投 資対効 果 の 試 み，経 営 戦略 との 連携 を意 識す

る な ど，時代 の 要 請 に あわ せ て 柔軟 で 戦 略 的な対応 を行 な う本

格 的 な企 業 内 大学 は ア メ リカ に 多数存 在 し て い る．

　 と こ ろ で，伝統的 に企 業内人材育成に カを入れ て きた 日本企

業が，ア メ リ カ に 倣っ て 企 業内 大学を設 立 して い る 女 因 は何 で

あ ろ うか ？

　 日本 は製造 業 を中心 と して，伝 統 」勺に 大規俣 な研 修 セ ン ター

や 企業 内高校 な どを持 ち，技能 ・技 術系 を中心 と した人材 育 成

に積極 的 に取 り組 んで きた。 特に，研 修セ ン タ
ー

は 直接的な能

力 開発 の た め の 施 設 と して の み な ら ず，前述 の 「能力開発 面 で

の 良好 な企 業 イ メージ 」
．
形成 の た め と い う要 因 も小 さ くは な

か っ た 。 しか し，そ こ で 提供 さ れ て い る カ リキ ュ ラ ム は．目本

企 業 の 多 くが OJT 至 上 主義だ っ た とい うこ と もあ り，あ ま り

積極 的 に は改善 さ れ ず 旧 態依然 と した もの が 少 な くなか っ た。

　バ ブ ル 経済を謳歌 し た 1980 年代 に は，研 fr蔘施設 に 大規 模 な

機器 や 通 信設備 を設 置 した り，高級 化 を はか る動 き もあ っ た が，

不況 以 降 は
一．転 して 費用 対効果 の 見直 しが厳 しく行 わ れ，多 く

が 閉鎖 ・縮小 した。ま た，OJT や Off−JT を問 わず，自社 の 生

き残 りをか けた競 争の ため に 人材 育成が真剣に見直 され た 時期

と もい える。

　1990 年代 末 には，バ ブ ル 経 済 の 時期 と は
一
転 して ア メ リ カ

の 先進企 業の 動向を学ぶ 機運が 高 ま り，その 糸口 の
一

つ と して

企 末 内 大学 に 注 目が 集 ま っ た 。2000 ・f一以 降，い わ ゆ る 企業 内

大 学 と呼ば れる 機関の 設立 は 増えて い る 。

　 日本に お ける 企業内大学設立 の 第 1 次 ブーム は 2000 年 頃 か

ら，第 2 次 ブ
ーム は 2005 年頃 か ら始 ま っ て い る。今 で は，富

士 通，東芝，ソ ニ
ー，沖電気工 業，住 友 電 『工 業，トヨ タ 自動車，

ニ チ レ イ，旭硝 子，預 盲保 険 ジ ャ パ ン ．東京 海上 日動，イオ ン，

ロ ー
ソ ン ，日本 マ ク ドナ ル ド，H本 IBM ，トレ ン ドマ イク ロ ，

資生 堂，博 報亙，森永 乳 業 な ど，企 業規 模 ・業種共 に 多岐に わ

た る。大企 業が 中心 で ある が，ア
ー

ル エ ス コ ン ポ
ー
ネ ン ツ ，日

本空 調 サ
ー

ビ ス ，宵十 物流 な ど中小企業 の 取 り組み が 始 まっ て

お り．今後 も増 え続 け て い くと思 わ れ る。

　 日本の 企 業内大学 と呼ば れ る機関 と して，例 えば次 の よ うな

例が あ る （表 1）。

表 1 日本の 企業内大 学の 事例 と特徴
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　ま た，日 本 の 企 業 内 大 学 の プ ロ グ ラ ム と して 増 え て い る の

が，「技 能 継承 へ の 対 応 」で あ る 。 東 芝は 熟練技術者か ら の技

能継 承 の 対
．
面授 業を増 や して お り，ある 11堅 企 業は 熟練技術者

の 「技 」を 映像ベ ー
ス の デ ジ タ ル 教材 化 して 提 供 して い る、、も

の づ くりの 世界に も新 しい 能力開発手法ゾ 普及 して い る。

　 ア メ リカの 企業 内大学 は GE に代 表 され る次世 代 リーダー育

成 盾動 が 目立 つ の に 対 して ，日本 の 企業 内大学 は全 社 員 向け活

動 が相 対 的 に 多い 。た だ し，日本企 業 に は 「大 学 」 と は 名乗 ら

ない が企 業内大学に分類 され る社内経営 ア カ デ ミ
ー，経営熟 な
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どが 多い
匚8］。これ らの 多くは．経営幹部や中堅幹部の 育成に重

点 をおい て お り，こ れ らを含 め れ ば次世代 リ
ー

ダ
ー
育成に 企 業

内大学 が利 用 され て い る比 率 はあ る程 度 増 える と推測 さ れ る。

　 しか し，日本 企業 が 明示 的 に次世代 リーダー育 成 プロ グ ラ ム

を開始 して か らまだ 日が 浅 く，また人事 面で の 処 遇 と連動 し て

い な い な ど，効 果 を 発揮 させ る た め の 課題 は 多い 。

5．企 業内大学の 成功要因と lT の役割

5．1　企業内大学の 成功要因

　ア メ リ カの 企 業内大学 の 例 を基に Paton 他
F91

は，企 業内大

学 の 成功 の ため に 7 つ の 要 因 を示 して い る （図 3＞。

図 3 企業 内 大学 の 成 功要 因

　 そ れ らの 要因とは，「経営層の コ ミ ッ ト メ ン ト⊥ 「組織 にお

ける 明確 な位置 づ け⊥ 「最 新 の 学習理 論 （の 適用 ）⊥ 「適切 な

トレ ーニ ン グカ リキ ュ ラ ム ⊥ 「計 画的 な ビ ジ ネ ス プ ラ ン 」，「効

率的 な資 金 戦略 」，「ラ
ーニ ン グパ ートナ

ーとの 提携」で ある。

こ れ ら は，現 代の 企 業内大学 の 特徴 だ と い え る。

　筆者は 8 つ め の 要 因 と して ，「IT の イ ン フ ラ整 備 と活 用 ケ

イパ ビ リテ ィ 」が 必要 だ と考 え る （図 3）．

　企 業 内 大学 と 工 T 化の 影響 は，10 年 ほ ど前か ら大 きくな っ

て い る。企 業 内 大 学 が 拡 大 し て き た 1990 年 代 終 わ り か ら

2000 年 代前 半 にか けて は，イ ン タ ーネ ッ トや イ ン トラ ネ ッ ト

の 急速 な普及 と時期 を同 じく して い る。Meister も 2002 年の

時点で e ラ
ー

ニ ン グ 導入 の 拡大 を予 測 して い る
／B／1。現在，e ラ

ー

ニ ン グ シ ス テ ム を 含め た IT シ ス テ ム は ，大 規模 な企業 内 大学

の 構築
・運 営の た め に な くて は な らない 存在 に な っ て い る n

　無論，GE の リ
ーダー

シ ッ プ開発講座 な ど経営幹部育成で は，

CEO が直 接 時 間 を割 い て 幹 部候 補 と集 合研 修 を行うタ イ プ が

中心 で あ る。しか し，韓 国の サ ム ソ ン ・グル ープの よ うに，幹

部候補 の 育成 プ ロ グ ラム に，集合 研修 と e ラ
ー

ニ ン グを組 み 合

わ せ た ブ レ ン デ ィ ッ ド ・ラ
ー

ニ ン グ （Blended 　Learning ） を

取 り入 れ る 企 業 もある 。 IT で 全 て は 代 替で きな い が，多忙 な

幹部候補 を長時間集合研修で 拘束する の は 必 ず しも賢 明 な方法

で は な い と して，IT を併用 し て 最適 な 研 修プ ロ グ ラ ム の 構 築

に取 り組 んで い る。また，ネッ トワ
ー

ク上 に バ ー
チ ャ ル な 企 業

内大 学 を構 築す る取 り組 み もあ る。さ らに．自社 の み な らずグ

ル
ー

プ企業 に人材 育 成 の ための IT プ ラ ッ トフ ォ
ーム を提供 し

て，グ ル
ー

プ 全体 の 人材 育 成強 化 に取 り組 む企業 グル
ープが増

えて い る。

　IT活用ケ イ パ ビ リテ ィ が 高け れ ば．企業 内大学 の 活動 の 幅

の 拡大 と レベ ル の 向 ヒが 進 む と い える。

5．2　学習組織と して の 企業の中に埋め込ん だ 「大学」

　 と こ ろ で，こ の 8 つ の 要 因 は 優 れ た 能力 開 発 活 動 に と っ て

は ど れ も必 要 で あ る が，企業 内大 学の 本 来の 目的 を達成 す る に

は，全 体が うま くか み合 っ て 活動で きる 「学習 を促進す る企 業

文化 」 が 必要 で あ る。そ の 促 進要 因 と し て 重 要なの が，「研修

セ ン ター」 で は な くて 「大学 」 とい う名称 で ある。

　複数の 企業 内大学 の 担 当者 へ の イ ン タビ ュ
ー

に よる と，「大

学」 とい う名称をつ け た の は，「本 来 の 大学 の 姿の よ うに，上

か ら言 わ れ る の で は な く，自発 的 に学 習 し，自ら 成長 す る とい っ

た学習文化の創出に 役立 て た い 」 とい う回答が多か っ た。 さ ら

に，人材 投 資に は トッ プ の コ ミ ッ トメ ン トが 重 要 な た め ，「大

学 の 学長 と して 経営 トッ プ に着任 して もら うこ と に よ り， トッ

プの 目を常に企 業内大学運 営に 向けさせ る」 とい う効果 を期待

す る考 え もあっ た。

　従 業 員 だ け で な く トッ プ も含 め て 学 習文 化 を促 進 する とい

う，い わ ゆ る学 習組 織 （ラ
ーニ ン グオーガ ニ ゼ ー

シ ョ ン ）実現

の た め に，「企業 に埋 め 込 まれ た大 学 とい うコ ン セ プ ト」 とい

rc よ つ 。

6 ，企 業 内大学を活用 した 「自律型 人 材育 成 モ デル 」

6．1　 目的 か らみた企 業 内大 学の 類型 化

　 こ れ ま で 見て きた よ うに，Fl米 と もに多 様 な企業 内大 学が あ

る 。 各社が 企 業内大学 に求 め る もの は様 々 だが，企業内 大学 に

よ っ て 達成す べ き目 的 か ら，次の よ うに 類 型 化 で きる。

　 第 1 は，リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ な ど総 合 的 能 力の 向一ヒ，経 営 幹 部

候補 の 育成 な ど 「次世 代 リ
ー

ダ
ー

の 育成 」で ある 。 GE な ど ア

メ リカ の 著名 な企 業 内 大学 の ほ とん どが 特 に 力 をい れ て い る。

韓 国の サ ム ソ ン な ど ア ジ ア の グ ロ ーバ ル 企 業 も同様 の 傾 向 に あ

る 。 日本の 場 合，トヨ タ．ソ ニ ー，キ ヤ ノ ン ，リコ ー，富 士 通

な ど は，グ ロ
ーバ ル 競争に生 き残る た め に 国内の み な らず 海外

の 自社 人材 を対 象 と して ，次世代 リーダーの 育成 に取 り組 ん で

い る。次世代 リ
ーダー

育成 に は，経営幹部か ら その
一

歩乎前の

管 理 職層 まで を対 象 とす る場 合 な ど，企 業に よっ て 対象に ある

程度ば らつ きがあ る。

　 第 2 は，コ ン プ ラ イ ア ン ス 教 育か ら業 務 ス キ ル な ど実務 能力

の 改善まで を含む 「全社員 の 能力 底上 げ」で あ る。ア メ リカ で

はゼ ロ ッ クス ，マ ク ドナ ル ド，デ ィ ズ ニ
ー，UPS ．　 FedEx な ど，

大 規模 な もの が 多い 。最 も歴 史の あ る 企 業内 大学 と して 知 られ

るモ トロ ー
ラ の モ トロ ー

ラ大学は，シ ッ ク ス シ グマ の 教育に 力

をい れて い る。多 くの 日本 の 企業 内大 学 は こ れ に重 点をお い て

お り，表 1 の 企 業 はすべ て 当て は まる。その ほ か，オ リ ン パ ス ，
コ ニ カ ミノ ル タ．森 永乳 業 な ど もあ る。

　第 3 は，企 業 と従業員 の
一．・

体感を高 め，優 れ た企 業 文 化 の
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醸成を 目指す 「経営理念
・ビジ ョ ン の 浸透」で ある。こ れ の み

を 目 的 と した 研 修 もあ る が ，上 記 の 第 1 と第 2 と 連携 して 各々

の 活動 を企 業の 求め る方向性 に うま く結びつ ける の に役立 て ら

れて い る 。 企 業の 創業理 念か ら今後の 企業 ビジ ョ ン まで を新卒

社．員の み な ら ず中途採用 の 社 員に も浸透 させ ，日 々 の 業務 活動

に 反映させ る よ うに 取 り組む教育で ある。近 年，企業の 内部統

制 が 強 く求 め られて 頻繁 に 実施 されて い るコ ン プ ラ イア ン ス 教

育 な ど も，企 業理 念 を守 る とい う意 味 で は こ れ に 含 まれ る。日

米 と もに 企業 内大 学の 多 くが，手法 の 違 い は あ るが何 らか の 形

で 企 業理 念 の 浸透 に取 り組 ん で い る。目本 企業 で は，トヨ タ は

「トヨ タ ウ ェ イ」 を，富 士 通 は 「FUJITSU ウ ェ イ 」 を，国 内

の み な らず 海外 に も浸透 させ よ う と して い る 。 ま た，第 2 と第

3 の 組 み 合わ せ と して，新 入社員 を対象に 企 業 ビジ ョ ン や 文化

の 浸 透や，即戦 力 と し て の ス キ ル 習得 を 目指 した プ ロ グ ラ ム を

実施す る トリ ロ ジ
ー社 の 「トリ ロ ジ

ー
大学」の よ うな 例 もあ 戳 ，

　前述 の よ うに，最近 の 企 業内大学の 大 きな特徴 は，IT活 用

で あ る。第 2 や 第 3 の タ イ プで は、e ラ
ー

ニ ン グ に よ る 国 内

外 へ の 提供 は非 常 に 増 え て い る。また，第 1 の タイ プで は，次

世 代 リーダー候 補 は業 務 で多忙 を極 め るた め，集 合研修 を よ り

濃密 な プロ グ ラ ム に す る ため に事前 学習 や事後 フ ォ ロ
ー

ア ッ プ

を e ラ ーニ ン グで 行 っ た り して い る。

　 こ の よ うな e ラーニ ン グ シス テ ム は．数百 人 か ら数万 人 を対

象に 短期間で 実施する 全社
一
斉研修 な ど，研 修の 効率的実施や，

未受講者 へ の 督促．進 捗 ・成 績管理 を容易 に す る だ けで は な い 。

こ の 活用に よ り，受講者が 少な く受講ニ
ーズが 弱い 研修プ ロ グ

ラ ム の 淘汰，事業部門 ご とに行わ れて い た類似研修の 重複 解 消，

研 修 ニ
ーズ に 合 っ た 新 し い 研 修 プ ロ グ ラ ム の 迅 速 な提 供 な ど，

人 材育成 活動の 高度 化に 役 立 っ て い る。さ ら に，第 1 〜第 3

を含 む様 々 な人材 育 成活 動 の 可視 化 につ なが り，ひい て は 人材

育成活動の 全体最適化の 推進 に大きな役割 を果た し得る の で あ

る。

　 た だ し，こ れ らの 活動だ けで は，組織 と個人 の パ ートナ
ー

シ ッ

プ構築 に は不十 分 で，「自律 的人材 の 育成 」 に はつ なが らない 。

組 織 と個 人の 両 方 が 自律 型 人材育 成 に 向 か うた め に は，キ ャ リ

ア 自律 を支 援す る 「仕 組み 」が必 要 なの で あ る。

6，2 　日本型企業内大学モ デル と し て の 「自律型人材育成 プ

　　　ラ ッ トフ ォ
ー

ム 」

　企 業 内大学に キ ャ リ ア形 成支 援 の 役割 を求め る の は，最 近 の

日 本 の 企 業 内 大 学 の 大 きな特徴 で あ る。表 1 の 日本 の 企 業 内

大学 の 殆 どが 何 らかの 形で 従 業員 の キ ャ リア 形成支 援 に 取 り

組 んで い る。こ れ は，ア メ リカ で はキ ャ リア 自律が 日本 よ り
一

般的で 外部労働市場の 流 動化 も進ん で い る の に 対 して ．日本企

業で は 未だ に 従業員 の 人 材育成や キ ャ リ ア 形成 支援 に果 た す 役

割が 大きい た め だ とい え る 。 また，従業員が 企 業に期待 して い

る とい う側 面 もあ る。さ らに．最 近 は好 景気 の 影響 もあ り，人

材獲 得 が 以 前に 比べ る と困難 に な っ て きて い る た め，企 業 が人

材獲 得 の た め の ア ピール 手段 と して ，キ ャ リア 形 成支援 の 充実

に 急に 取 り組み だ した とい う側 面 もあ る 。 こ の よ うに，企 業内

大 学で キ ャ リ ア 形成 支援の 役割 を重視す る の は 日 本企業の 特徴

で あり，「日本型企業内 大学モ デ ル 」 とい え る
：10：。

　 日本 の 企業 内大 学 が 行 なっ て い る 活動 か ら，キ ャ リァ 自律 を

促進す る要件を抽 出する と，主 な もの と して 「ス キ ル 標 準 の 策

定⊥ 「キ ャ リア パ ス の 明示 」，「（各種 の ）キ ャ リア 形成支援策」

とな る （図 4）。
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図 4 自律 型人材 育 成 を 目指 す 「日本 型 企 業内大学 モ デ ル」

　「ス キ ル 標準 の 策定」 に つ い て は，富十 通，NEC ，東 芝 な

ど IT系企 業 で ITSS な ど業界 単位 の ス キ ル 標 準の 雛形 が あ り，

それ を自社 の状況に 合わせ て カ ス タ マ イ ズ して 導 入す る方法 が

普及 し て い る。こ れ らの 企 業は，IT シ ス テ ム ーLに e ラ
ーニ ン

グ を含 め た人材 マ ネジ メ ン ト諸 活動 の 大 半 を構 築 しよ うと取 り

組ん で い る。また，東芝 ソ リュ
ーシ ョ ン の 場 合は，同 じ枠 組 み

を活 か して，IT職 種 だ け で な く営 業 系の ス キ ル 標 準 の 策定な

ど も行 な っ て い る。ス キル 標準で は な く，以前か ら導入 して い

る コ ン ピテ ン シーの 概 念 を使 っ て ，類似 の 取 り組 み を行 な っ て

い る企業 もあ る 。

　「キ ャ リ ア パ ス の 明示」 は，職 種 ・職 務 ご とに キ ャ リア パ ス

の 例や そ れ に 該 当す る従 業 員の 様 子 を イ ン トラ ネ ッ トで 明示 し

て い る。そ して ，先 の ス キ ル 標準 と 関連 づ けて，必 要 と な る 知

識 ・ス キル を提 示 して，その た め に必 嬰 な研 fr疹を推奨する な ど

して い る。

　 さ ら に，30 代 ・40 代 とい っ た 年齢 毎 の 節 目 の カ ウ ン セ リ ン

グ や今後の キ ャ リ ア パ ス を解消する た めの キ ャ リア カ ウ ン セ リ

ン グ，社 内公募制 度，社 内 FA 制 度等 の 「（各種の 〉キ ャ リア

形成 支援 策」 が，企業 内大 学 の 機 能 の
一

つ と して 位 置づ け ら れ

て い る例 が ある。

6．3　先 進 的取 り組 み と IT 化の 重 要性

　 しか し，これ らの 要件は，先 に述 べ た企 業内大学の 人 材育 成

活動で あ る 「経営理念 ・ビ ジ ョ ン の 浸 透⊥ 「次 世 代 リーダーの

育成 」，「全社 員 の 能 力底 上 げ」 と連携 しなけ れば，大 きな効 果

を発揮 しない 。その た め に は，IT シ ス テ ム の 積 極 的 な活 用 が

必 須 となる。IT シ ス テ ム の積 極 活用 に よ り，「人材 育成関連活

動 の 可 視化 ・体 系化 ・統合」が 進ん で こ そ，自律型人材育成 プ

ラ ッ トフ ォ
ー

ム の あ るべ き姿だ とII乎ぶ こ とが で きる （図 4）。

　 日本の 企 業内大学の 巾に は，e ラ
ー

ニ ン グ等 の IT シ ス テ ム

を企業内 大学の プラ ッ トフ ォ
ーム として 位置 づ けた先 進 的な取
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り組 み が あ る。例 えば，富士通の 「FUJITSU ユ ニ バ
ー

シ テ ィ 」，

沖電 気 工 業 の 「フ ェ ニ ッ ク ス e キ ャ ンパ ス 」．ニ チ レ イ の 「ニ

チ レ イ ・ユ ニ バ ー
シ テ ィ 」 な どは，IT シ ス テ ム を 中核 プ ラ ッ

トフ ォ ーム とした企業 内大学 の 構築に 乗 り出 して い る
匪

。

　
一

方，IT シ ス テ ム を全 活 動 の プ ラ ッ トフ ォ
ーム と は し て い

な い が 損 害保 険 ジ ャ パ ン の 「損 保 ジ ャ パ ン プロ フ ェ ッ シ ョ ナ

ル 大学」や 資生 堂の 「エ コ ール 資生堂 」の よ うに，従 業員 の キ ャ

リ ア 形成支援を強 く意識 して 企業 内大 学 を構 築 ・運営 して い る

例 は 増 えて い る。

　 両 者を 実現 さ せ て い る 例 は まだ 少な い が，一
例 と して トレ

ン ドマ イ ク ロ 社 の 取 り組 み を紹介する 。 ト レ ン ドマ イ ク ロ の

「Trendmicro　eCampus 」 は，2001 年か ら発足 して い る 。 全 て

を外 部 へ の ア ウ トソ
ー

シ ン グ に よ る IT プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム 上 で

運営 してお り，段 階 的 に機 能 を拡張 して きた。まず 2001 −2002

年に は，イ ン フ ラ 開発 ・整 備 と e ラ
ー

ニ ン グ等 の 教 育 メ ニ ュ
ー

を 調 達 し た 。 次 に 2002 −2003 年 に は 受 講 率向上 の プ ロ モ ー

シ ョ ン ，機能追加．効 果測 定 の 手 法 開発 を行 な っ た。さ らに，

2004 年以 1峰は ，ス キ ル 要 件や キ ャ リア パ ス と必 要 な教 育 をオ

ン ラ イ ン 上 で 個々 に 把握で きる よ うに して 自律 的 な学 習 を促

し．さ らに キ ャ リア カ ウ ン セ リ ン グで 後押 しす る機能 を追加 し

て い る。こ の 結果，離職率が減 り，職務満足度が 上 が っ た な ど，

効 果発 現 が認 め られ て い る n 同社 は，日本の 企 業内大学 で は 唯

一，ア メ リカ の 企 業内大 学 の Award を受賞 して い る、t

　
一
般 的 に は，臼律 的 な人 材 育 成 活動 は 人事 施 策の

一
環で は

あ っ て も，IT 活 用 に は そ ぐわ ない と 思 わ れが ちだが，実 際 に

IT プ ラ ッ ト フ ォ
ー

ム を 活用 した 企 業 内 大学 に よ り，実 現 が 可

能 となっ て い る の で あ る。

7 ．お わ りに

　 これ まで ，自律型 人材 育成 モ デ ル の 必要性 と，そ の 実 現 の た

め の プラ ッ トフ ォ
ー

ム と して の 役 割 を 企 業 内大 学が 果 た す 点 に

つ い て 述 べ て きた 。 た だ，そ れ を企業 内大学 に求 めず と も，人

事 ・教育 制度 で 運営可 能 だ とい う見方 もある 。

　 しか し，企業 内大学 とい う枠 組 み を使うこ とに よ り，こ れ ま

で 全 体像 を把 握す るの が難 しか っ た様 々 な人材育成 活動の 可 視

化が な され．全体最適化が 進 む素 地が で きつ つ あ る。

　 また，日本で は，経営 トッ プ の 人材 育成活 動 へ の コ ミ ッ トメ

ン トが 弱 く，経営戦略 と人 材戦 略 を 結 び つ け る役 割 が弱 い 。し

か し，H 本企 業で も経営者が 企 業内大学 の トッ プに着 任 す る場

合 が 多 く，経 営戦 略 と人事戦略の 連 携を強め る 役割を果 た して

い る。現在，人材戦 略 の 強化 が 経営 の 最 重要 課題 と して 浮上 し

て お り，戦 略性 強化 の 促 進 が期 待 され る。

　本稿で は あ ま り論 じる こ とはで きなか っ たが，企業 内大 学 に

関 わ る今後 の 大 きな課 題 と して、企業 と大学の連 携の 可 能性が

あ る。ア メ リ カ で は，大 学や コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ と本格 的 に

連携 して 単 位提 供 もで きる 企業 内大 学が一
部あ るの に 対 して，

目本 で は 大学 の 教 員が 研修 プ ロ グ ラ ム に協力 す る程度 の 関 わ り

しか ない 場 合 が 殆 ど で あ る。

　こ れ か らの 社 会の 革 新 に必 要 な ナ レ ッ ジ の 創 造 と普 及 は，本

来，産学の 連携が 極め て 重要 で ある 。 日本 で は 産 学連 携が なか

な か 進 まな い とい わ れ て い る が ，企 業 と大学 を 「人材 育成 」 と

い う根 本 的な軸 で つ な ぎ合 わせ る 仕組 み と して，企 業内大 学 は

大 きな μ∫能性 を秘 めて い る。こ れ は今後の 研究課題 と した い 。

　 自律 型 人材 の 必要 性 が 叫 ばれ る 中，組織 の 戦 略 と個 人 の キ ャ

リア 志 向 を
一

致 させ る ため に 企業 内大 学 を活用 す る 「自律 型人

材育 成 プ ラ ッ トフ ォ
ーム 」構 築 の 試 み は，始 まっ たば か りで あ

る 。 しか し，人材 の 獲 得 ・育 成 の グ ロ ーバ ル 競 争 は，欧米 の み

な らず 中 国 ・イ ン ド等 との 競 争が 激化 して お り，こ の よ うな 日

本型 モ デ ル の 確立 は 急務 で あ る 。
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